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第 313号 2024年 4月 26日 

ミッドウェー作戦勝利後の幻の作戦 

——FS作戦に見る海軍第二段作戦の問題点 

戦史研究センター国際紛争史研究室 小椿 整治 

はじめに 

2021年から 22年にかけて太平洋戦争 80周年座談会が不定期ではあるが防衛研究所ホームページに掲

載された。その 2 回目として「太平洋戦争における軍事的転換点」を掲載した。この座談会には筆者も参

加したが、軍事的転換点としての作戦として 42 年のミッドウェー海戦、42 年から 43 年にかけてのガダ

ルカナル攻防戦が話題に上った。 

太平洋戦争では対米戦が大きなウエイトを占めており、特にミッドウェー海戦は海軍の主力（空母機

動部隊）が大敗したことで攻守が入れ替わることとなった。その後は海軍が積極的攻勢作戦を実施する

ことはなかった。ミッドウェー作戦そのものに様々な問題があったことは周知の事実である。しかし座

談会で述べたようにミッドウェー作戦だけではなく、5 月から開始された海軍の第二段作戦に大きな問題

が内在していた。本稿においては座談会では時間の関係で細部には踏み込めなかったミッドウェー作戦

成功後に予定されていた作戦（特に FS 作戦1）を見ることで、海軍の第二段作戦を中心として改めて日本

軍の太平洋戦争に対する見通しの甘さを明白にするとともに、その示唆するところを述べてみたい。な

おこの FS 作戦は近年中国の海洋進出で言及されることが多くなってきた作戦でもあり、注目されること

が多くなっている。 

１ 緒戦の南方進攻作戦（第一段作戦）の周到さと成功 

緒戦の南方進攻作戦（海軍では第一段作戦と呼称）は、ほぼ予定通りに進捗し、日本は約 3 か月で南方

の資源地帯を占領した。第一段作戦の戦域では海軍力では日本海軍が他を圧倒していた。空軍力も日本

陸海軍航空部隊は、この地域では英米蘭の航空部隊と比較し、質・量ともに勝っていた。陸上兵力は数的

には日本が優勢ではなかったが、質的には日本が優勢であった。日本軍は日中戦争を 4 年間戦ったこと

から、経験は豊富だった。一方で装備面では必ずしも圧倒しているとはいえなかった。しかしマレー戦線
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では英軍には戦車は 1 両もなく、性能が貧弱だった日本戦車部隊も緒戦では活躍することができた2。 

また海軍は開戦劈頭の真珠湾攻撃に関しては事前に十分な訓練期間を確保し、装備上もギリギリでは

あったが雷撃における問題を解決するための処置を間に合わせることができた3。一方、極東英艦隊は空

母を伴っていなかったため、エアカバーがなく、一方的な戦闘で海軍の陸上攻撃機に主力戦艦を撃沈さ

れてしまい4、マレー半島周辺の制海権を一気に失うこととなった。 

連合艦隊司令長官山本五十六大将が海軍の真珠湾攻撃の作戦計画基礎案立案を大西瀧治郎少将に命じ

たのは開戦約 1 年前であり5、作戦計画の策定やそれに伴う訓練期間を事前に確保することができた。ま

た陸軍も従来からは予想していなかったシンガポール方面の作戦ではあったが、米英との緊張の高まり

から事前の情報収集に努めた。一方で海軍軍令部は当初、主力空母のほぼ全部を真珠湾攻撃に投入する

ことに反対した。南方方面の作戦に空母部隊を投入すべきとしたのである6。実際には南方では主力空母

を投入するまでもなく、基地航空部隊だけで米英軍に対処できた7。後の楽観的な見通しとは正反対で軍

令部は非常に慎重だった。 

米戦艦部隊は壊滅したものの、真珠湾攻撃の主目標の 1 つであった空母戦力8は、ほぼ無傷9であり、独

との戦闘に忙殺され、強力な海軍兵力を派遣することが不可能だった英海軍と比較し、日本海軍にとっ

て戦争初期に米海軍が直接的で唯一最大の脅威であり、米空母群は可能な限り早期にたたく必要があっ

た。しかし、実際に明確に米空母群の撃滅を企図したのは開戦後半年も経過したミッドウェー作戦であ

った10。 

２ 第二段作戦の迷走 

第一段作戦終了後の第二段作戦に関しては、開戦前には十分な検討はなされていなかった。緒戦の計

画はあったものの、戦争全体のグランドデザインは無かった。唯一開戦前に「対米英蘭蒋戦争終末促進に

関する腹案」が作成され11、これが本来は戦争全体の戦略とならなければならなかった。しかし腹案とい

うあいまいな位置づけであり、陸海軍全体に徹底されたものではなかった。腹案では戦争終末への方策

として独伊と連携した対英屈服に大きな優先度が与えられており、それに沿った作戦計画を策定しなけ

ればならなかった。陸軍は対英屈服に対して、幾分は考慮していたものの、インドに対しても直接的軍事

進攻よりも謀略に重きを置いていた。陸軍の関心は対ソ連および対中にあり、実際に南方資源地帯確保

後は南方の陸軍兵力の北方への還送を考えていた12。また中国を屈服させるための重慶への進攻作戦にも

関心を示していた。一方で海軍では軍令部は当初、爾後の作戦について豪州の一部占領、米豪遮断のため

の南太平洋方面の作戦を考えた。しかし実行部隊である連合艦隊は西方ではセイロン島攻略、東方では
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最終的にハワイ占領を目指そうとしていた。このように海軍内でも第二段作戦の方向性は容易にまとま

らなかった。しかも豪州、ハワイ進攻には大規模な陸軍兵力を必要とすること、セイロン島進攻に関して

は独伊軍の西アジアへの進出を待つべきとの論があり、陸軍は反対であった13。結果的に第二段作戦は軍

令部と連合艦隊の両者の意向を盛り込むこととなった。第二段作戦はポートモレスビーを攻略（5 月 7 日）

14、その 1 か月後、ミッドウェー攻略（6 月 7 日）、更に 1 か月後の FS 作戦でニューカレドニア（7 月 8

日）、フィジー（7 月 18 日）、サモア（7 月 21 日）を攻略することとなった。ミッドウェー作戦は連合艦

隊の意向であり、米豪遮断を図る FS 作戦は軍令部の意向が反映されていた。第二段作戦計画はその後、

ハワイ外郭地域、すなわちパルミラ島、ジョンストン島等を攻略、機を見てハワイ航空兵力撃滅、さらに

はハワイ攻略の可能性を記載している15。 

３ 第二段作戦における見積もりの甘さ 

第一段作戦ではフィリピン、シンガポール、蘭領東インドを除けば、ほとんど連合軍の大きな抵抗に遭

遇しなかった16。たとえばラバウル攻略も所在の敵陸軍兵力は皆無に等しく、無血上陸に近いものだった。

しかし、1942 年春季の東部ニューギニア、あるいはツラギ（ガダルカナル島対岸）の攻略では、地上戦

は発生しなかったものの、上陸直後に、米空母機による反撃が実施され、艦船に大きな損害を受けるよう

になってきた。時間が経過するにつれて、日本軍は無人の野を往くようなわけにはいかなくなりつつあ

った。そして第二段作戦で目標としていたミッドウェー、その後に予定していた FS 作戦での攻略目標と

なっていた島嶼の米軍防御力は、日本側の予想とはずいぶんと異なっていた17。 

米側は開戦直後、太平洋地域での戦略として第一にハワイの確保、第二に米・豪の連絡線確保を重視し

ていた。最重要としたハワイを確保するため、米合衆国艦隊司令官アーネスト・キング大将は太平洋艦隊

司令長官チェスター・ニミッツ大将18に対し、ミッドウェー、ハワイ、米本土の間の海上交通路の確保を

命じた。次にやや重要度がハワイよりは下がるが、米本土と豪間の交通路をキングは第二の優先事項と

した。この第二の優先事項の中では主としてハワイとサモアのラインを確保することとした。このライ

ンは早期にフィジーまで延長されなければならなかった19。軍令部と同様に米側も開戦早々に豪への連絡

線を重視していた。早くも 1 月にはサモアへ海兵隊が送られていた20。 

日本は 1942 年春の時点で第二段作戦での攻略目標の敵情判断、特に守備兵力に関しては相当に過小評

価していた。ミッドウェーは海兵隊 750 名、戦闘機、爆撃機は各 12 機としていた21。実際にはミッドウ

ェーは６月時点では、ミッドウェー島へは航空機が 127 機集結、ミッドウェー周辺の米空母艦載機は 233

機を保有し、南雲機動部隊の保有艦載機数を上回っていた。海兵隊の兵力も 3,000 名以上となり、軽戦車
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や各火砲も増強されていた22。 

同様にフィジー、サモア、ニューカレドニアの敵情に関して驚くほど過小評価していた。米が戦争開始

後、時間の経過に伴い、防御態勢を強化するという発想が欠如していた。実際の米軍等23の地上兵力は 6

月現在で表のとおりだった。フィジーでも日本側見積もりの２倍以上、ニューカレドニアは 9 倍、サモ

アにいたっては 10 倍以上もの兵力格差があった。一方で、これらを攻略するための日本陸軍第 17 軍の

兵力は、３島全ての攻撃兵力を合計しても約１.5 万名に過ぎなかった24。また FS 作戦目標途上に位置す

るエファテ島、エスピリサント島は 3 月以降米軍が占領、5 月にはエファテに戦闘機隊が進出していた

25。日本がこれらを察知していたという証拠は見当たらない。 

 

 米軍等  

日本軍攻撃兵力 日本側見積 実兵力(6 月) 

フィジー 1.1 万名 2.3 万名 9,126 名 

サモア 750 名 1 万名 1,215 名 

ニューカレドニア 3,000 名 2.7 万名 5,540 名 

表：FS 作戦攻略目標における彼我陸上兵力26 

 

また FS 作戦のさらなる問題は、占領予定のフィジー、ニ

ューカレドニアへの後方連絡線の脆弱さである。当時この地

域で飛行場がある日本軍根拠地は直近でもラバウル（図中②）

であった27。ラバウルから FS 作戦で最も近いニューカレドニ

ア（図中④）でも直線距離は 2,300 キロもあった。当然、航

空機による支援が不可能な距離である。その中間地点にはガ

ダルカナル島（図中③）があり、5 月から日本軍の勢力範囲

ではあったが、まだ飛行場はなく、対岸のツラギに飛行艇部

隊があるのみだった。ラバウルへは戦闘機の空輸が海軍根拠地であったトラック（図中①）からしばしば

実施された。これも相当な長距離空輸とされたが、その距離は 1,300 キロであった。開戦初頭に攻略した

中部太平洋上のウェーク島はミッドウェーからは最も近い日本軍基地であったが、両者の距離は約 1,900

キロあったため、ミッドウェー占領後に駐留する戦闘機は南雲機動部隊の空母に搭載することとなる。
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そしてこの距離ではミッドウェー海戦時にも基地航空部隊による支援はできなかった。FS 作戦は、味方

後方拠点からあまりにも遠方に突出した作戦だった。実際のガダルカナル攻防戦において日本軍が苦戦

したのは制空権の欠如が大きな要因だった。当初日本軍は航空攻撃をラバウルから実施したが、距離が

約 1000 キロあり、戦闘機はガダルカナル上空ではわずかな時間しか滞空することができなかったことが

大きく戦局に影響した。 

米の太平洋における防御態勢進捗に伴い、既述したように 3 月以降のニューギニア、ツラギへの進攻

では、米軍航空機による反撃で艦船に大きな被害を受け、ニューギニア東南岸のポートモレスビー攻略

は第 2 段作戦期間にずれ込むこととなる。その時には FS 作戦で目標とされた米豪の連絡線には十分な地

上兵力が配置されることとなった28。 

４ 第一段作戦での過信と戦闘様相への不十分な検討 

南雲機動部隊は開戦約半年連戦連勝に見えたが、実際に最も脅威である米空母と対戦することはなか

った。真珠湾攻撃終了後、内地に帰投した南雲機動部隊は 1 月にはラバウル攻撃に駆り出されるが、ま

ったく必要がなかった29。南雲機動部隊はその後もオーストラリア、インド洋で作戦を実施した。これら

の作戦では相手に有力な空母部隊、基地航空戦力がないため、一方的な据え物切りに近い状況で、強力な

反撃を受けることなく、戦果をあげることができた。これが無敵艦隊との過剰な自信を生み出す一因に

なったと思われる。しかしミッドウェー海戦の 1 か月前に発生した珊瑚海海戦は、不吉な予兆を見せて

いた。この海戦はニューギニア南岸のポートモレスビーを攻略する日本軍を援護するため南雲機動部隊

から分派された空母 2 隻30（第５航空戦隊）が米空母 2 隻と交戦したものである。当初第 4 艦隊を中心と

したポートモレスビー攻略の南洋部隊計画では、空母部隊はオーストラリア東北部の航空基地を攻撃す

ることで攻略を容易にしようとした。しかし 4 月の情報見積もりでこの方面に戦闘機だけでも 200 機以

上があるとされていたため、連合艦隊司令部から危険度の高いオーストラリア空襲中止を要望された31。

空母 2 隻の派遣に際して連合艦隊は、南雲機動部隊の中では低練度の第 5 航空戦隊を選んだのは、実戦

経験を積ませるためであった32。このことからも敵中深くオーストラリア本土への攻撃は危険としつつも、

それ以外は大なる抵抗はないとの判断がうかがわれる。当時、攻略部隊の敵情見積もりにも敵機動部隊

の出現の算は少ないとされていたが33、実際には米空母と対戦することになる。この海戦では①日本側部

隊の動きが米側に暗号解読で察知されていたこと34、②当初の計画は敵の地上基地を先制奇襲攻撃しよう

としていたこと（記述したように計画段階で中止）③集中できる空母部隊を分散させていたこと35、④急

降下爆撃による被害などミッドウェー海戦と類似した部分があった。当初の予定通り日本空母部隊が豪

州本土を先制攻撃していたならば、横合いから米空母部隊の攻撃を受けた可能性があり、ミッドウェー
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海戦と同様の結果となった可能性があった。 

作戦開始前、第 5 航空戦隊 2 空母の艦載機は総計 117 機だった36。日本軍は空母「レキシントン」を撃

沈するも飛行機隊の損耗は激しく、交戦後の作戦使用可能機はわずか 39 機にすぎなかった37。戦闘機は

比較的残存するも艦爆、艦攻はほぼその攻撃力を喪失した。このことは米空母部隊の防空能力の高さを

示すものであった。米軍は日本軍と異なりレーダーにより敵機の接近を察知でき、また輪形陣による対

空砲火は強烈であり、日本機の損害が多くなった。これが空母部隊同士の戦闘の様相であった。もはやこ

のような状況では日本側が敵空母を奇襲により、一方的にたたくということはあり得なかった。このこ

とは昭和 17 年に発生した空母同士の戦闘で何度も証明されることとなった。そしてこれは日米空母がい

ったん交戦すれば、その後、日本機動部隊は損害回復（特に航空機部隊）のため連続的な攻勢作戦は困難

になることを意味していた。 

4 月に連合艦隊の研究会および第二段作戦の図演が実施され、山本五十六は席上、連続的な攻勢作戦の

実施を主張した38。連続攻勢を実施する部隊の中核は南雲機動部隊であり、連続攻勢成功の成否は、この

機動部隊が損耗しないことが前提だった。 

真珠湾攻撃飛行隊総隊長の淵田美津雄中佐は、真珠湾作戦以降インド洋作戦までの４か月は南雲機動

部隊にとって本来任務ではなく、道草であったと述べている。彼は米艦隊、中でも空母部隊が主敵であ

り、開戦劈頭の米が態勢不十分な時期に東正面の米軍へ機動部隊を向けるべきとしたのである39。 

機動部隊による連続攻勢作戦の実施は米空母が存在する限り不可能であり、それは最終的にハワイへ

の攻撃も念頭に置く第二段作戦が、早期に行き詰まることを意味していた。インド洋作戦までは一方的

な連戦連勝と思われてきた南雲機動部隊ではあったが、それでも諸準備のためミッドウェー作戦の延期

を望んだほどで40、小さくとも積み重なる損耗や、長期の連続作戦、人事異動による練度低下等様々な理

由で、作戦行動の継続は困難になりつつあった。 

５ おわりに：中長期展望が欠如した開戦と戦闘様相の観察眼欠如 

第二段作戦計画策定時にミッドウェー作戦を推す連合艦隊、FS 作戦を推す軍令部という意見の相違が

あった。両者の論争について軍令部員の回想では、ミッドウェー作戦の困難さ（特に占領後の維持）をあ

げたうえで、FS 作戦は西から攻撃していけば米空母出撃の算が多く、この方面では基地航空部隊の協力

も得られるうえ、占領後の維持もミッドウェー作戦より容易で作戦効果が高いものとしている41。しかし

既述したように春の時点で FS作戦において基地航空部隊が機動部隊に協力できるような態勢にはなかっ
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た42。一方でミッドウェー作戦の可否について両者が合意したのは 4 月 5 日で、ミッドウェー作戦を含め

た第二段作戦計画が上奏裁可されたのは 4 月 16 日だった。ミッドウェーへの作戦発起までわずか 1 か月

半の時期であった43。 

ミッドウェー作戦直後の FS 作戦は第二段作戦開始時には十分に煮詰まったものではなかった。FS 作

戦に関する大本営海軍部からの命令、指示、陸海軍の協定は出されていたものの44、より具体的な計画は

史料の中に見ることはできない。特に先鋒となる機動部隊の作戦要領については、まったく不明である。

機動部隊はミッドウェー作戦後、6 月中旬にトラック終結、7 月初旬に FS 作戦に向け出発することにな

っていたが、連合艦隊参謀は、作戦詳細はトラック終結時に研究して決定することとしていたと回想し

ている45。 

結果的にミッドウェー作戦が何とか成功裏に終わったとしても、FS 作戦はさらなる困難が待ち受けて

いたことは前述のデータから明らかである。さらに作戦終了後、ニューカレドニアに駐留する航空兵力

として予定したのはわずか戦闘機、艦爆各 12 機であった46。これは占領後の敵反撃を甘く見たというよ

りも、これ以上に配備する余裕が無かったと見るべきであり、FS 作戦が日本軍の軍事力の限界、すなわ

ち攻勢終末点をはるかに超えたことを明白に示したものと言えよう。 

ミッドウェー作戦の実際の敗因をいくつかクリアしたとしても空母同士の戦いは、特に日本側にとっ

て苦しいものになったはずである。5 月の珊瑚海海戦では初の空母同士の海戦だったが、日本の空母搭載

航空部隊に大きな被害をもたらした47。日本側にはレーダーはないため、圧倒的に奇襲を受けやすい状況

だった。ミッドウェーでいかに日本が幸運に恵まれても敵空母に対して一方的な奇襲はありえず、少な

くとも航空機は大きな損害を受け、次期作戦に大きな影響を与えたと考えられる。このような空母同士

の戦闘の特性をいまだ日本側は認識していなかった。第二段作戦における連続攻勢の成否は機動部隊の

戦力発揮が大前提で、空母同士の戦闘での損害を考えれば、作戦間に最低でも数か月以上のインターバ

ルが必要となったと考えられ48、ミッドウェー作戦が日本側に有利に進展していたとしても、FS 作戦は

予定より延期せざるをえず、第二段作戦は早期に手詰まったであろう。 

日本が珊瑚海海戦直後、真剣に本海戦を分析していたならば49、その後の第二段作戦の問題を認識する

ことができた可能性がある。すなわち既述した航空機の損害が多い空母戦の特性、珊瑚海への米空母出

現の要因を考えれば、機動部隊による連続的攻勢は困難であること、情報での米側の優越性が懸念され

ることから、より慎重な対応が検討された可能性がある。 

空母同士の戦闘に関してはレーダー等兵器の発達にともなう戦闘様相の変化への認識のなさ、開戦時

の敵の態勢を見て、将来も楽観視する、自己中心的な敵見積もりの不合理さに加え、第二段作戦決定から

実行までの十分な検討時間の不足が重なり、問題の多い第二段作戦へとつながった。そしてそれは開戦
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時に戦争終末のシナリオを深く検討せず、第一段作戦以後はほとんど無計画であったことや実戦に対す

る観察眼と爾後の作戦へのフィードバックの不足が根底にあったものと考えられる。 

1 FS 作戦はニューカレドニア、フィジー、サモアの占領あるいは破壊により米豪遮断を図った作戦である。 

2 カール・ブリッジ「ベネット少将と 1941・42 年マレー作戦における英国軍の有効性」『平成 14 年度戦争史研究国際フォーラム報告書』（防衛

研究所、平成 15 年）99 頁。一方でフィリピンやビルマでは米英軍の M3 軽戦車が出現すると、日本軍は自軍の中戦車でも非常に苦戦すること

となった。加登川幸太郎『帝国陸軍機甲部隊』（白金書房、1974 年）184 頁。 

3 真珠湾の水深が浅く、通常の航空魚雷では海底に突き刺さって効果を発揮しえない。これを解決するため浅沈度魚雷を開発した。防衛庁防衛

研修所戦史室『戦史叢書 ハワイ作戦』（朝雲新聞社、1967 年）143-145 頁 

4 たとえば昭和 17 年 2 月の米空母への陸上攻撃機による攻撃（ニューギニア沖海戦）は機数が少ないこともあるが、相手に戦闘機のエアカバ

ーがあったために、被害のみ多く、戦果を与えることはできなかった。防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書 南東方面海軍作戦〈1〉』（朝雲新

聞社、1971 年）91～92 頁。 

5 戦史室『ハワイ作戦』90 頁。 

6 同上、98、101 頁。 

7 同上、101 頁。南方作戦に投入された空母は小型の「龍驤」のみであった。しかし 9 月の図上演習では南方作戦では航空機の損耗に補充が追

いつかない状況が示され、空母部隊の南方作戦参加の必要性がクローズアップされた。 

8 同上、180 頁、232 頁。戦艦と航空母艦が攻撃主目標となっていた。 

9 同上、462 頁。空母「サラトガ」はハワイ周辺に集結していた日本潜水艦の雷撃によって損傷し、ミッドウェー海戦後まで戦列に復帰するこ

とができなかった。 

10 実際には 5 月の珊瑚海海戦で日米空母部隊は激突したが、日本側はあくまでポートモレスビー攻略作戦の支援として空母部隊を参加させて

おり、日本側に米空母の捕捉撃滅の考えはなかった。 

11 「昭和 16 年 11 月 15 日 対米英蘭蒋戦争終末促進に関する腹案」JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C12120204100、「今後採るべき戦

争指導の大綱 連絡会議議事録 昭和 17 年 3 月 7 日」（防衛省防衛研究所）。 

12 防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書 大本営陸軍部〈4〉昭和十七年八月まで』（朝雲新聞社、1972 年）4-6、147、156－157 頁。 

13 同上、216-218 頁。ただし、ハワイ進攻に備えて陸軍は 5 月には関係部隊に必要な訓練指示を出しており、陸軍も海軍との間でかなりの調整

がなされていたとみるべきであろう。 

14 防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書 ミッドウェー海戦』（朝雲新聞社、1971 年）42 頁。ポートモレスビー攻略作戦は既に 1 月に発令され

ており、本来は第一段作戦の範疇であった。3 月のラエ、サラモア攻略時に敵航空機による艦船被害が発生したため第二段作戦の時期にずれ込

むこととなった。 

15 防衛庁防衛研修所戦史室『大本営海軍部・連合艦隊〈2〉』（朝雲新聞社、1975 年）348-350 頁。戦史室『ミッドウェー海戦』47 頁。 

16 開戦劈頭のウェーク島攻略は米軍の強力な抵抗により第 1 回目の攻撃は撃退され、空母の支援を得ての再攻撃によりようやく占領している。 

17 戦史室『大本営海軍部・連合艦隊〈2〉』384 頁。 

18 更迭された前司令官キンメルの司令官選考時、ニミッツも候補にあがっており、ニミッツが選ばれていた場合、ニミッツは太平洋戦争に全く

関与できなかった可能性がある。非常に興味深いイフである。E.B.ポッター『提督ニミッツ』南郷洋一郎訳（フジ出版社、1979 年）15 頁。 

19 イアン・トール『太平洋の試練―真珠湾からミッドウェイまで（上）』村上和久訳（文藝春秋、2016 年）328-329 頁。 

20 同上、366 頁。 

21 戦史室『ミッドウェー海戦』65 頁 

22 Jonathan B. Parshall and Anthony P. Tully, Shattered Sword—The Untold Story of The Battle of Midway (Washington, D.C.: Potomac Books, Inc, 

2005), pp. 90, 96, 489. 戦史室『ミッドウェー海戦』570 頁。 

23 フランス軍、ニュージーランド軍を含む。 

24 「１７．昭和２５年３月２８日 ＦＳ作戦に於ける１７軍の兵力区分編制・装備・指揮官及人員一覧表 司令部」JACAR（アジア歴史資料セ

ンター）Ref.C15010044800、「昭和２５年１月２５日 昭和２５年１２月２０日 連合軍司令部の質問に対する回答文書綴 １２／２６」（防衛
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省防衛研究所）。 

25 防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書 南東方面海軍作戦〈1〉』（朝雲新聞社、1971 年）433 頁。 

26 防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書 大本営海軍部・連合艦隊（2）昭和十七年六月まで』（朝雲新聞社、1975 年）384、394 頁。「１７．昭

和２５年３月２８日 ＦＳ作戦に於ける１７軍の兵力区分編制・装備・指揮官及人員一覧表 司令部」JACAR（アジア歴史資料センター）

Ref.C15010044800。 

27  より近いブーゲンビル島ブインに飛行場が設定されるのはガダルカナル戦開始以降のことであり、ブインからでも航空機による直接支援は

不可能である。 

28 『大本営海軍部・連合艦隊〈2〉』394 頁。 

29 淵田美津雄『真珠湾攻撃総隊長の回想―淵田美津雄自叙伝』（2007 年、講談社）162-164 頁。艦載機は爆撃目標がなく困窮している。また 2

月には豪州ポートダーウィンを攻撃しているが、投下した爆弾量は真珠湾攻撃を超えたともいわれたが、実際には大型艦艇は所在せず、大きな

戦果をおさめることはなかった。 

30 その他に上陸部隊と行動を共にしていた空母「祥鳳」があった。本来は第５航空戦隊の空母と行動を共にするはずであったが、上陸部隊の要

望で行動を別にした。 

31 戦史室『戦史叢書 南東方面海軍作戦〈1〉』175-186 頁。 

32 同上、167 頁。 

33 同上、191-192 頁。ミッドウェー海戦と異なり、日本側の大型飛行艇により米機動部隊は事前に発見され、米空母の存在を察知することとな

った。 

34 同上、225 頁。 

35 上陸部隊援護のため軽空母 1 隻（「祥鳳」）を分派していた。 

36 戦史室『南東方面海軍作戦〈1〉』189 頁。戦闘機 37 機、艦爆 43 機、艦攻 37 機。 

37 同上、249-250 頁。戦闘機 24 機、艦爆 9 機、艦攻 6 機。 

38 戦史室『大本営海軍部・連合艦隊〈2〉』367 頁。 

39 淵田美津雄『真珠湾攻撃総隊長の回想―淵田美津雄自叙伝』（2007 年、講談社）168-169 頁 

40 戦史室『ミッドウェー海戦』128 頁。 

41 戦史室『大本営海軍部・連合艦隊〈2〉』342-343 頁。 

42 防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書 大本営海軍部・連合艦隊〈3〉昭和十八年二月まで』（朝雲新聞社、1974 年）101-102 頁。ツラギ対岸の

ガダルカナルに飛行場を設営に関する第二十五航空戦隊の意見具申はミッドウェー海戦直前に出されているが、実際の設営はミッドウェー海戦

後に決定された。完成は 8 月であり、当初の FS 作戦の時程では全く寄与することはできなかった。たとえガダルカナルに航空基地があっても

ニューカレドニアへは 1000 キロ以上の距離があり、更に前方に航空基地を設定しなければ FS 作戦への有効な支援は不可能だった。 

43 戦史室『大本営海軍部・連合艦隊〈2〉』342-349 頁。 

44 同上、385-388 頁。「別冊第２ 「ニューカレドニヤ」「フィジー」諸島及「サモア」諸島方面作戦ニ関スル陸海軍中央協定 昭和１７年５月

１５日」JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C13071033500、上奏関係書類綴 巻１其１ 昭和１７年（防衛省防衛研究所） 

45 戦史室『大本営海軍部・連合艦隊〈2〉』384-385 頁。 

46 同上、389 頁。 

47 戦史室『南東方面海軍作戦〈1〉』307-319 頁。戦史室『ミッドウェー海戦』599 頁。海戦翌日の使用可能機（戦闘機 24 機、艦爆 9 機、艦攻

6 機）は空母 1 隻分にも満たないものであった。ただし、戦闘機は比較的多く残っており、結果論だがミッドウェー海戦時、第一航空艦隊空母

4 隻に搭載していたミッドウェー基地隊（第６航空隊）の戦闘機 21 機を損傷のなかった「瑞鶴」に搭載していれば防御用の直衛空母として使用

可能であり、史実のような混乱（直衛戦闘機の離発着を実施しながらの兵装転換等）をある程度回避できたと思われる。 

48 戦史室『大本営海軍部・連合艦隊〈2〉』375 頁。珊瑚海海戦で航空機に大損害を被った第 5 航空戦隊の戦力回復には数か月が必要と見積もら

れた。 

49 連合艦隊はミッドウェー作戦出撃直前の 5 月 25 日に図上演習等のほか作戦打ち合わせを実施したが、珊瑚海海戦が真剣に論ぜられた形跡は

ない。 
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